
第５号様式
令和6年 10月 26日

下記事業所について、次のとおり運営推進会議を開催したことを報告します。

運営推進会議開催報告書

１．基本情報

事業所名 グループホーム ゆい 青葉

サービス種別 認知症対応型共同生活介護

所在地 横浜市青葉区荏田町1288

担当者 辻 直哉 連絡先 045-912-6461

運営法人 株式会社 ゆい

２．開催日時・場所

日時 令和6年10月26日 時 ～ 時 場所 ゆい青葉

３．出席者

氏名 分野 備考（所属・従事経験など）

利用者又は利用者の家族

利用者又は利用者の家族

利用者又は利用者の家族

利用者又は利用者の家族

（裏面あり）

４．活動状況報告

別紙（様式２～４）のとおり



８．その他特記事項

５．活動状況に関する評価・意見・要望

家族①： 年間行事写真に写られている利用者様の笑顔をみてゆいを選んでよかったと思えます。
母も笑顔で過ごしている姿を見ることができてよかったです。

家族②： 地域との関わりで手伝えることがあれば手伝います。
家族③： 久しぶりに母と一緒にイベントを参加できるときいてとてもうれしかった

６．評価・意見・要望に対する考え・取組

引き続き事業計画の進捗状況、写真を添えて施設内行事の報告を続けていく。
地域のイベント情報はご家族様にも協力お願いし、参加できるよう検討していく。
家族も参加できるイベントを継続して行っていけるようにする。

７．地域からの情報提供

地域のイベント情報について情報共有



第４号様式

１．基本情報

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

５．健康管理

インフルエンザ予防接種を実施予定。コロナワクチン接種についてはクリニックと相談し実施予定。

　2　名 1　名 　　2　名

３．運営方針　

事業所の目標
事業所の理念：　その人らしく生きる～その一瞬を大切に～
今年度目標：　「チャレンジ、成長、自律と自立」

要介護度
　　　　名 　　　　名 　　１　名 　　2　名

目標に向けた
具体的取組

　【事業所のしつらえ・環境】
　　　・ご利用者が何かやってみたいと思える環境づくり
　【事業所と地域のかかわり】
　　　・ご利用者様のやりたいことを個別に実現していく
　　　・地域と関わる機会を設ける（例：地域の行事にご利用者様と参加）
　【業務・職員について】
　　　・業務効率化に向けてICTの活用
　　　・研修、勉強会の充実化（感染症・看取りケア・医療連携など）
　　　・スタッフの成長をサポート新しい役割を与えてみる

４．活動報告

○社内研修
　ジョブメドレーＥラーニングの研修実施
　　研修内容     9月　接遇に関する研修

外部研修
横浜認知症高齢者グループホーム質の確保事業　「アンガーマネジメントについて」研修参加

○行事
　
　 ＊フラワーアレンジメント・・・毎月第２・第４木曜日　希望者のみ参加

２．登録者の状況　　平均要介護度は3.1となります。

登録者数（　9月　30日現在） 女性　　7　　名 男性　　　1　　名 計　　　8　　名

担当者 辻　直哉 連絡先 045-912-6461

運営法人 株式会社　ゆい

令和6年9月30日

活動状況報告書（認知症対応型共同生活介護）

事業所名 グループホーム　ゆい青葉　(１Ｆ)

所在地 横浜市青葉区荏田町１２８８



10月31日　荏田地域コミュニティハウスにて認知症交流カフェ参加予定。
11月15日　市民ギャラリーアウトリーチの開催予定

８．その他特記事項

9月より職員1名、10月より職員1名　計2名が入職

６．事故・ヒヤリハット報告

内容

事故・・0件（内行政報告0件）　 ヒヤリハット・・・2件

①ヒヤリハット　　居室の巡視の際、センサー音がなっていないことに気が付く。
②ヒヤリハット　　昼食与薬時、錠剤を服用してもらうが、口から錠剤を出して
　　　　　　　　　　　お盆を置いたため、声掛けして服用してもらう。

改善策

①原因…センサーは常にONにするようにしていたが、シーツ交換の際OFFにして
　　　　　　その後ONにし忘れていた。
①対策…センサーはOFFにしない。常にONにしておく。
②原因…　　　　錠剤をうまく呑み込めず、異物だと思い口から出したと思われる
②対策…　　　　与薬は必ず飲み込むまで確認していく。

７．地域への情報提供



第４号様式

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

５．健康管理

インフルエンザ予防接種を実施予定。コロナワクチン接種についてはクリニックと相談し実施予定。

　　4名 　　　1名 　0名

３．運営方針　

事業所の目標
事業所の理念：　その人らしく生きる～その一瞬を大切に～
今年度目標：　「チャレンジ、成長、自律と自立」

要介護度
　　　　名 　　　　名 　　1名 　　　2名

目標に向けた
具体的取組

　【事業所のしつらえ・環境】
　　　・ご利用者が何かやってみたいと思える環境づくり
　【事業所と地域のかかわり】
　　　・ご利用者様のやりたいことを個別に実現していく
　　　・地域と関わる機会を設ける（例：地域の行事にご利用者様と参加）
　【業務・職員について】
　　　・業務効率化に向けてICTの活用
　　　・研修、勉強会の充実化（感染症・看取りケア・医療連携など）
　　　・スタッフの成長をサポート新しい役割を与えてみる

４．活動報告

○社内研修
　ジョブメドレーＥラーニングの研修実施
　　研修内容     9月　接遇に関する研修

外部研修
横浜認知症高齢者グループホーム質の確保事業　「アンガーマネジメントについて」研修参加

○行事
　
　
　 ＊フラワーアレンジメント・・・毎月第２・第４木曜日　希望者のみ参加

２．登録者の状況　　平均要介護度は2.6となります。

登録者数（　9月　30日現在） 女性　　5　名 男性　　　3名 計　　　8　　　名

担当者 辻　直哉 連絡先 045-912-6461

運営法人 株式会社　ゆい

所在地 横浜市青葉区荏田町１２８８

令和6年9月30日

活動状況報告書（認知症対応型共同生活介護）

１．基本情報

事業所名 グループホーム　ゆい青葉　(２Ｆ)



10月31日　荏田地域コミュニティハウスにて認知症交流カフェ参加予定。
11月15日　市民ギャラリーアウトリーチの開催予定

８．その他特記事項

9月より職員1名、10月より職員1名　計2名が入職

６．事故・ヒヤリハット報告

内容

事故・・・0件（内行政報告0件）　 ヒヤリハット2件
①ヒヤリハット　フロアから自室に向かい、自室扉の鍵を開けようとして
　　　　　　　　　　バランスを崩したため、スタッフが支える
②ヒヤリハット　青魚禁食の方の代替食品が2回連続で送られていなかった。
　　　　　　　　　　業者に連絡し、代替品届けてもらう。

改善策

①原因…　　   自室扉の鍵を開けようとして前かがみになったところバランスを
　　　　　　　　　 くずすことが多いためスタッフが側で見守りしていた。
①対策…　　　 転倒リスクについて入居者と話し合い、外鍵は使用しないよう説得する。

②原因…　　　業者がサバを青魚と認識していなかった。
②対策…　　　食材は必ず、チェックして代替品が届いてくるか確認する。

７．地域への情報提供




